
３DSによる口腔内除菌療法

新型コロナ肺炎の重症化を防ぐために



口の中は細菌（バクテリア）の培養室

• 口の中は「バクテリアリザーバー」と呼ばれる
ほど、ばい菌の繁殖所になりやすい。

• 丸一日歯を磨かないと仮定した場合、口内の
バクテリア量は約1万倍にも増加する！

• 歯周病の人とそうでない人では、細菌量およ
そ1億倍も違う！



歯原性菌血症とは

• 口腔内の傷口（深い虫歯や歯周病）から、血管
内に細菌が侵入し、体のほかの部位に悪影響を
及ぼす事。

• 特に歯肉からの出血を伴う歯周病患者の体内
からは、様々な部位に『歯周病菌』の存在が確
認されている。

（例）
人工心臓弁・動脈硬化病変部・重症肺炎部
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歯原性菌血症への対策（まとめ）

• 大きな虫歯や根尖病巣は早期治療が必要

• 歯周病の治療と定期管理（３～４か月毎）

• ３DS法による大規模な『除菌』

ここに写真とか

専用トレーを作って除菌薬を入れます 口の中にトレーを入れて一気に除菌します



対コロナ３DS法の流れ

１．対コロナリスクチェック
レントゲンとポケット検査でリスクを判定します。

２．基本治療（特に当院初めての方）
大きな虫歯や根尖病巣の治療
大量の歯石は除去（抗菌薬内服・1回で）

３．PMTC（機械的な除菌）と３DSトレーの製作
４．３DSトレーによる『化学的な除菌』＊クリニックで

５．専用ブラシ・舌ブラシ・フロスを使ったケア指導
６．自宅での３DS（５分×1週間）

７．2か月毎の追加除菌


